
めぐろ学校教育プラン改定素案

教 育 政 策 課



「めぐろ学校教育プラン」改定の経緯

Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０時代の到来

新型コロナウイルス感染症の
影響による「新しい生活様式」

子どもたちを取り巻く
学習環境の急激な変化

区立小・中学校の児童・生徒1人１台学習用端末の活用など

新しい時代の学びへの対応が必要

状況の変化を踏まえるとともに、区の長期計画との整合を図りなが
ら、学校教育への期待に的確に応えていくため、改定が必要



めぐろ学校教育プランの位置付け

 区教育委員会の教育目標・基本方針を学校教育において実現するための計画

 区の長期計画の補助計画として位置付け

 「目黒区教育に関する大綱」や他の関連計画と整合
＜位置付けのイメージ＞



目標①目指す子ども像

基礎・基本の定着と自ら学び考
え問題解決を図る力など

生涯にわたり健康な生活を
営む力など

自らを律しつつ、他人を思いや
る心や感動する心、前向きに取
り組む力や創造する力など

確かな学力

豊かな心 健やかな体



目標②目指す学校像

魅力ある学校

確かな学力など子どもの
生きる力をはぐくむ学校

活力あふれる
学校

信頼される
学校

子ども・保護者・地域
から、信頼される学校

子どもと教職員が
生き生きと学び
活動できる学校



めぐろ学校教育プラン改定素案の体系
 「目指す子ども像」・「目指す学校像」という目標に向け、７つの取組の方向、

３２の推進施策、６２の推進事業、１２１の実施策に基づき教育施策を推進

（３２） （６２） （１２１）



主な実施策（新規・拡充）①

新規
◆デジタル教科書・教材の充実
◆ＩＣＴに関する指導資料等の活用
◆情報端末等の使用に関する指針の活用
◆理科指導者研修の実施

拡充
◇ＩＣＴ機器を活用した学習の推進
◇プログラミング教育の実施
◇情報モラル教育の推進
◇ＩＣＴ支援員・ＧＩＧＡ支援員の活用

新規
◆性的指向及び性自認に基づく困難等の解消
に向けた対応の充実

◆学校生活アンケート等の実施・活用
◆生命（いのち）の安全教育の実施

新規
◆「めぐろ ここカラダ月間」の実施

①確かな学力の向上 ②豊かな心の育成

③健やかな体の育成

２４実施策

１０実施策

２２実施策



主な実施策（新規・拡充）②

新規

◆いじめ重大事態への対応
拡充

◇学校ＩＣＴ環境整備の実施

◇校務系システムの維持・管理及び改善の実施

新規

◆学校・園と保護者等間における連絡
手段のデジタル化の推進
◆学校運営協議会等の設置に向けた検討

拡充

◇小学校４０分授業午前５時間制の推進

新規

◆感染症予防策の徹底

④新しい時代の学校教育を支える環境整備

18実施策

14実施策

⑤魅力ある学校施設への更新

⑥学校内外の連携・分担による学校マネジメン

トの実現

⑦子どもの安全・安心の確保

新規

◆小学校（向原・鷹番・大岡山）の施設更新
拡充

◇統合新校整備方針の策定及び開校に向けた取組

7実施策

２６実施策



目黒区教育委員会事務局

学校ＩＣＴ課

ＭＥＧＵＲＯスマートスクール・アクションプラン
（教育情報化推進計画）素案

※Smart （スマート）‥‥最新の、効率の良い
School（スクール）‥‥学校



〇「Ｓｏｃｉｅｔｙ５．０」時代の到来
近年、知識・情報・技術をめぐる変化の速さが加速度的となり、ＡＩやビッグデータ、ＩｏＴ等の先端技術の
急速な進展に伴い、社会の在り方そのものが現在とは「非連続的」と言えるほど劇的に変わる「Ｓｏｃｉｅｔｙ
５.０」時代の到来

〇「生きる力」の育成
急激に変化する時代の中で、未来の担い手となる子どもたちには、確かな学力（知）、豊かな心（徳）、
健やかな体（体）のバランスのとれた「生きる力」を育成に加え、自ら主体的に考え、多様な人々と協働し
ながら様々な社会的変化を乗り越え、持続可能な社会の創り手となることができるよう、その資質・能力
を育成が必要

⇒めぐろの子どもたちが、これからの時代に求められる資質・能力を確実に備えること
ができる学校教育を実現するため、学校・教育委員会と家庭・地域が教育の情報化の
考えや方向性等を共有し、一体となって教育の情報化の推進に取り組んでいけるよ
う、ＭＥＧＵＲＯスマートスクール・アクションプラン素案をとりまとめた。

プラン策定の背景と目的



施策の体系①

教員のＩＣＴ活用指導力の向上

【教員の視点】

①発達段階に応じたＩＣＴを活用した学習の推進

②デジタル教科書・教材の充実

③情報モラル教育の推進

④体系化されたプログラミング教育の実施

⑤情報活用能力をはぐくむカリキュラム・マネジメントの実施

⑥先端技術の効果的な学習への活用

⑦特別支援教育等へのＩＣＴ活用の推進

⑧学校へ通うことが困難な児童・生徒への学びの保障

１情報活用能力の育成

２支援を要する児童・生徒への
ＩＣＴを活用した学びの充実

⑨教員向け研修の拡充

⑩教科指導におけるＩＣＴ活用の推進

⑪学校サポート体制の充実４学校サポート体制の充実

３ＩＣＴを活用した指導力の向上

ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」
と「協働的な学び」の実現による新し
い時代に必要となる資質・能力の向上

【児童・生徒の視点】

目 標（４） 基本方針（８） 具体的施策（２４）



目 標（４）

校務情報化の推進による教育活動の質
の改善

【働き方改革の視点】

安全安心にいつでも使えるＩＣＴ環境
の整備

【ＩＣＴ環境整備の視点】

基本方針（８） 具体的施策（２４）

⑫教材データの共有化

⑬学校・園と保護者等間における連絡手段のデジタル化の推進

⑭学校徴収金管理システムの導入

⑮教職員出退勤管理システムによる教職員の勤務時間の実態把握

⑯幼稚園・こども園におけるＩＣＴを活用した園務改善

⑰多様な働き方への対応

⑱会議・研修等のオンライン化の推進

５校務事務の情報化の推進

６働き方改革の推進

⑲児童・生徒１人１台情報端末の更新等

⑳学校のＩＣＴ環境整備の推進

㉑通信ネットワークの最適化

㉒効果的・効率的なＩＣＴ環境整備

８情報セキュリティの向上

７新しい時代の学びを支える
ＩＣＴ環境整備

㉓学習系・校務系システムの最適化

㉔情報セキュリティ対策の実施

施策の体系②


